
 

 

 

オペレータ増員によるロールベールサイレージ収穫・調製期間短縮の効果

と支援方策 

（ロールベールサイレージ主体の酪農地域における収穫作業効率化のための労働支援のあり方） 

技術体系化チーム 
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１．背景・ねらい 

ロールベールサイレージ（以下、RBS）体系が

主体のＡ町では、収穫オペレータ人数が少ない

なかで大面積の収穫が行われ、さらに、厳しい

気象条件も伴い、1 番草収穫作業が長期化して

います。そこで労働力不足を改善するためのオ

ペレータ増員がもたらす牧草収穫・調製期間短

縮の効果を明らかにするとともに、ＪＡを核と

したオペレータ利用システム案を提示します。 

２．技術内容と効果 

(1)RBS 体系では、1 番草収穫期間が 30 日間を超

える経営が 20％以上を占め、収穫オペレータ数

が増えると、同じ面積を短期に終えることがで

ていました（図 1）。 

(2)経営実態からRBS体系の1番草収穫期間が平

均 13 日間の短期群と 29 日間の長期群を比較し

た結果、両者とも牛舎作業の労働時間は配偶者

の方が長く、短期群では経営主・配偶者の長時

間労働の期間が短くて済んでいました。短期群

では個体乳量が明らかに高く、分娩間隔と初産

分娩月齢の繁殖成績も良好で、収益（乳代－飼

料費）も高くなっていました（表 1）。その要

因の一つとして自給飼料品質の向上と発情監視

等牛群管理時間の十分な確保にあると推定しま

した。 

(3)経産牛70頭、収穫面積55haの経営において、

チモシー草地で出穂始に収穫を開始する条件で、

収穫期間を 29 日から 13 日へ短縮することによ

る産乳性への影響を試算した結果、TDN 含量
注１）ｱﾝｹｰﾄ調査、聞き取り調査による
注２）△の○囲みの経営では、作業機を2台ずつ、3人で収穫専任で作業する

図１　オペレータ数別の収穫面積と収穫期間日数
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収穫期間日数 (日) 13 29

収穫面積 (ha) 53 58

成換頭数 (頭) 110 109

経産牛頭数 (頭) 71 84

成換1頭当たり収穫面積 (ha/頭) 0.51 0.59

労働時間 1日あたり のべ 1日あたり のべ

経営主 計 (時間) 14.3 178.6 13.7 393.7

収穫作業 (時間) 9.0 105.2 9.3 271.6

牛舎作業 (時間) 5.3 73.4 4.3 122.1

配偶者 計 (時間) 8.5 104.7 7.8 228.3

牛舎作業 (時間) 7.2 85.5 6.4 187.6

個体乳量 (kg/頭) 9,180＊ ± 968 7,545 ±1,112

分娩間隔 (日) 420 ±12.0 433 ±22.9

初回受精日数 (日) 75 ±20.8 90 ±24.0

初産分娩月齢 (月) 24.6＊ ±1.0 26.4 ±2.3

成牛換算飼料費 (千円/頭) 154 ±28 126 ±41

乳代－飼料費 (千円/頭) 489＊ ±53 402 ±53

注１）個体乳量、繁殖成績は乳検資料、飼料費は組勘資料、その他はｱﾝｹｰﾄ調査による

注２）平均値±標準偏差、*は有意差有り（P<0.05）

表１　収穫期間別の労働時間と繁殖成績

短期収穫（7戸） 長期収穫（9戸）

15日以内 20日以上
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60％以上の粗飼料が多く確保できることにより

産乳量で 12t 増加、濃厚飼料で 4t 削減の改善効

果が見込まれました（表２）。 

(4)Ａ町の RBS 収穫体系農家に対する労働支援

のあり方について検討を行いました。地元企業

は許可取得や経費発生による利用料金の上昇が、

人材派遣会社は希望人材の提供が可能かどうか

懸念されます。ＪＡは職業紹介責任者講習会受

講と無料職業紹介事業の届出が必要となります

が、利用料金、事務手続きの簡素化等、農家が

利用しやすいシステムの構築ができます（表３）。 

(5)Ａ町の課題改善方策の 1 つとして、ＪＡオペ

レータ利用システムを提案しました。このシス

テムの役割と機能により想定されるメリットに

ついて図示しました（図２）。この提案により、

ＪＡにおいてその必要性の理解から支援システ

ムの検討が始まりました。 

３．留意点 

 ロールベールサイレージ収穫体系主体の地域

に対して、オペレータ支援体制構築とその運営

に活用できます。

 

方 式 メ リッ ト デ メ リ ッ ト
JＡ
（無 料 職
業 紹 介 方
式 ）

① 利 用 料 金 の 明 確 化
② 中 間 マ ー ジ ン が 発 生 しな
い た め 低 料 金 化
③ 農 家 は 契 約 及 び 雇 用 関
係 の 事 務 の 簡 素 化
④ ＪＡ に よる オ ペ レ ー タ 希 望
者 の 把 握 か ら 技 術 講 習 会
の 開 催 が 可 能
⑤ 人 材 確 保 時 の 人 材 情 報
が 豊 富

① ＪＡ は 職 業 紹 介 責 任 者 の
設 置
② ＪＡ は 無 料 職 業 紹 介 事 業
の 届 出
③ 農 家 は 雇 用 者 責 任 と 労
働 管 理 の 発 生

地 元 企 業
（人 材 派
遣 方 式 ）

① 会 社 は 新 た な 事 業 展 開 ① 会 社 は 法 に 基 づ く 許 可 の
取 得
② 労 働 派 遣 事 業 に 伴 う免
許 税 ・手 数 料 の 発 生
③ 収 穫 オ ペ レ ー タ 以 外 の 業
務 の 開 拓
④ 農 家 は 労 働 管 理 の 発 生

人 材 派 遣
会 社 利 用

① 入 札 等 に よ り 料 金 の 平 準
化 が 可 能

① 地 元 に 人 材 派 遣 会 社 が
な い
② 希 望 に 対 して 人 材 の 供
給 が 可 能 か （不 安 ）
③ 農 家 は 会 社 と直 接 契 約
（契 約 事 務 の 発 生 ）
④ 農 家 は 労 働 管 理 の 発 生

地 元 企 業
（請 負 契
約 方 式 ）

① 機 械 作 業 に 慣 れ た 人 材
が 確 保 さ れ て い る
② 会 社 は 雇 用 者 の 労 働 の
確 保
③ 農 家 は 収 穫 作 業 の 一 部 ・
全 部 の 分 業 化
④ 農 家 は 雇 用 者 責 任 が 発
生 しな い

① 建 設 関 係 の 作 業 ピ ー ク 時
期 と 収 穫 時 期 の 競 合
② 会 社 は 収 穫 機 械 の 装 備
か リー ス 等 に よ る確 保
③ 会 社 は 収 穫 オ ペ レ ー タ に
対 す る 作 業 講 習 の 実 施
④ 農 家 は 契 約 事 務 の 発 生
⑤ 農 家 は 気 象 変 化 に よ る 負
担 の 増 加
⑥ 注 文 主 と労 働 者 に 指 揮
命 令 関 係 の 発 生 の 危 険 性

表 3　収 穫 支 援 方 式 別 の メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト

 

農家

ＪＡオペレータ
利用システム

人材募集・確保・紹介

利用料金目安設定

事務管理支援

技術研修の実施

契約期間の調整

コントラ化

料金格差の是正

契約事務の簡素化

利用のしやすさ

安心して利用

作業の分業化

技術者確保

就労の場の確保

地域人材の活用

後継者人材確保

技術力向上

農家側のメリット
オペレータのメリット

安定収入

地域のメリット

農家
農家

農家

農家

求人希望者 求職希望者

④紹介

①求人希望
②

求
人

募
集

③
求

職
希

望

⑤契約農家

求職希望者

季節労働者

農家ＯＢ

新規就農参入予定者

図2 ＪＡオペレータ利用システムの役割とメリット

原料草の 乾物
１）

年間給与
２）

試算
２） 濃厚 乾物

１）
年間給与

２）
試算

２） 濃厚 試算 濃厚
用途別 ＴＤＮ含量 収量　 可能頭数　 産乳量 飼料 収量　 可能頭数　 産乳量 飼料 産乳量 飼料

（ｔ） （ｔ） （％） (頭) （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ） （％） (頭) （ｔ） （ｔ） （ｔ） （ｔ）

経産牛用 60％以上 171 105 61.1 47 383 168 260 160 61.4 70 579 249
60％未満 80 48 59.1 23 184 85

計 252 152 60.4 70 567 253 260 160 61.4 70 579 249 12 -4
育成牛用他 146 84 57.7 79 48 60.3

総計 398 339

注３）改善効果は13日間収穫と29日間収穫の差。

注２）体重680㎏、乳脂率4.0％とし、要求量と成分値は日本飼養標準(2006)を用い、年間給与可能頭数がNDF含量より求めた乾物摂取量から、試算産乳量が自給粗飼料のTDN含量か
ら試算した。

表2　収穫期間による乾物収量、TDN収量及び産乳量の試算　　（採草地55ha、経産牛70頭）

注１）収穫時期による乾物収量(y)及びTDN含量(yt)は、出穂始からの日数(x)との関係により、ｙ=-0.30x２+21.1x+500.7及び ｙｔ=-0.2x+62.0から求めた。

ＴＤＮ
1)

ＴＤＮ
1)

【改善】13日間収穫【現状】29日間収穫 改善効果
３）


